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市場の特性に適応したコア事業を独自に進化させ価値を創造する 

～スルガのリテール特化戦略で培ったノウハウを最大限発揮～ 

主な市場 コア事業 

ネットワークバンク セグメントバンク 

コミュニティバンク 首都圏・広域バンク 

オープン 
コミュニケーション 

システム 
インフラ 

顧客基盤と 
データベース 

クロス 
マーケティング 

スピード・ 
柔軟性 

スルガのケイパビリティ 

価値観 
（Our Philosophy) 

スモール/ミドル法人事業 

パーソナルローン事業 

住宅ローン事業 

預かり資産事業 

ライフサポート事業 

経営資源の 
戦略的傾斜配分 

外部資源との連携 インターネット・スマートフォン 

・コールセンター等のダイレクト

チャネルを活用した全国展開 

静岡/神奈川県エリアに 

密着した従来型の 

フルバンキングサービス展開 

首都圏をはじめとして、 

札幌から福岡まで、 

主要な都市圏で事業展開 

プロフェッショナル等の 

特定セグメントに 

フォーカスした事業展開 

■ 第１次経営計画 グランドデザイン 
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消費者ウォンツ / 
個人消費を引き出す金融 

企業活動 / 
企業向け金融 

〈事業者〉 〈消費者〉 

一般的な金融機関 

個
人 

ロ
ー
ン 

融
資 

返
済 

『小ロット×契約先数』で 
リスク分散と高収益の同時達成 

消費者の需要を創造する 

～消費需要創造金融～ 

ロットは大きいが、他行との 
競合が厳しく収益性は低い 

中小企業を中心に供給を支援し続ける 

～企業支援金融～ 

「広く消費者の健全な需要を喚起・創造すること」を目指し 

個人消費者への金融という側面から国民経済の発展に寄与する 

スルガの考える「金融サービス業」としての使命 スルガの戦略ストーリー 

《 効率的な経営による高収益創出 》 

提
供
価
値 

 「差」 より 「違い」の創造 

 高付加価値の金融サービス 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 静岡 ・ 神奈川の店舗網 

 大都市圏店舗とネット支店の広域展開 

イ
ン
フ
ラ 

 リテール特化の情報インフラ 

 データ分析 ・ クロスマーケティング 

企
業
風
土 

 前例なきことに挑戦する企業文化 

 「親しさと自由闊達」を育む組織風土 

■ スルガの基本ビジネスモデル 
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スルガの有担保ローンビジネス 一般的な有担保ローンビジネス 

スルガの有担保ローンビジネスは、顧客のライフスタイルの変化にあわせて進化し続ける 

一般的な有担保ローンビジネス 

賃貸 
ワンルーム 
アパート 

賃貸 
マンション 
アパート 

持ち家 
一戸建て 
マンション 

持ち家 
リフォーム 
建て替え 

住み替え 
住み替え 

《Start》 《Goal》 
結
婚 

出
産 

老
後 

二世帯 

新築 

建替え 

セカン 
ダリー 

賃貸 

《Start》も《Goal》もない 

一般的な有担保ローンで対応可能な“従来の住まい方” スルガの有担保ローンにより実現する“現在の住まい方” 

■ スルガの有担保ローン戦略 
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セ
グ
メ
ン
ト
Ａ 

セ
グ
メ
ン
ト
Ｂ 

セ
グ
メ
ン
ト 

■ スルガのパーソナルローン戦略 

 コンタクトポイントの拡大   セグメント開発によるマーケット創造  

夢をお手伝いする 
“ミッション” 

ドリームナビゲーター 
としての“提案力” 

独自かつ多彩な 
“商品群” 

スピード 
“審査システム” 

営業店 

顧客経験価値の最大化の実現 

「顧客軸」にもとづく多数のセグメントを開発 

スルガの 
エンジン 

各チャネルによるパーソナライズされた対応 

コール 
センター 

ＡＴＭ 

インター 
ネット 

スマート 
フォン 

生活願望 

ライフスタイル 

ライフイベント 

価値観の 
多様化 

リテールデータベース 
“ＣＲＭ” 

アクセス 
ビーグル 

サイクル 
ステーション 

ｄ－ｌａｂｏ 
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お客さま お客さま 

■ スルガのマーケティング戦略 

５１８ 
セグメント 

自動審査 ＣＲＭ 

Ｄ Ｗ Ｈ 
〈 データウェアハウス 〉 

ＳｍａｒｔＥｙｅ 
〈 アナティカルCRM 〉 

定 量 定 性 

金融 
取引内容 
返済履歴 
決済情報 

投資志向 
ライフプラン 

非金融 
属性情報 
家 族 

願 望 
嗜 好 
将 来 

コンタクト情報 信用情報 

ｱｸｾｽﾁｬﾈﾙ ｱｸｾｽﾁｬﾈﾙ 

クロスマーケティングセンター 
データ分析 

仮説・検証 

“真”のニーズ 
発見 

分析力の 
高度化 

定量データ 

定性データ 

経験知 

セグメント開発 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 
ﾓﾃﾞﾙ研究 

アプローチ 

サブシステム アライアンス 
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ＡＩＲ事業 

スルガ経済圏 ＡＮＡ経済圏 

投資 
信託 

ローン 

外貨 

デビット 

401K 
相続 

マイル 

旅 

ＥＣ 

航空券 

協働マーケティング力の深化による 
訴求効果の最大化 

金融 

「スルガ ＋ ＡＮＡ」 双方の情報 ＆ 知識を駆使した 
コンテンツ制作・マーケティング 

非金融 Ｎｏｎ-ＡＩＲ事業 

「スマートな旅が、ここからはじまる。」 をテーマに 旅 × 金融の新たなステージへ 

２０１６年１０月２１日 
スルガビル２Ｆ （日本橋）  
ＧＲＡＮＤ ＯＰＥＮ！ 

■ 顧客接点の進化 “ＡＮＡ支店 Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ｃｅｎｔｅｒ Ｏｐｅｎ” 

6 

～セミナーやイベントを、旅のヒントや金融サポートに繋げるコニュニケーションの場～ 

空港や滑走路をイメージした床などで統一されたラウンジ 

定期的にセミナーやイベントを開催、コミュニケーションの場を提供 

保険 
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■ 地域との連携による新たな顧客接点 

 
     
   

7 

開催：2016年7月24日（日）、9月11日（日）、10月30日（日） 

Ｔｏｕｒ ｄｅ ＳＵＲＵＧＡ 御殿場～湯河原ステージ 

地域振興・発展推進のサポートと体験や 
感動の提供による新たなるコミュニケーション創造を実現 

御殿場と湯河原にそれぞれあるスルガ銀行のサイクルステーションを 
  往復して一つに結ぶスペシャルイベント 

静岡県御殿場市にあるスルガ銀行御殿場東支店に併設された 
サイクルステーションを拠点に箱根芦ノ湖を経由、スルガ銀行 
湯河原支店併設サイクルステーションで折り返すコース 
 
往復で走行距離１１３ｋｍ、獲得標高２,５００mオーバーの 
１Ｄａｙサイクリング 

開催：2016年8月7日（日）、9月29日（木）、10月16日（日）・20日（木） 

Ｔｏｕｒ ｄｅ ＳＵＲＵＧＡ 沼津～伊豆ステージ 

沼津市サイクリストフレンドリーエリア創造プロジェクトチーム、および狩野川周辺 
サイクル事業推進協議会プレゼンツによる少人数プレミアムサイクリングイベント 

 
     
   

パートナーシップ協定締結先の沼津市と共にイベントに全面協力 
 
走行距離９０ｋｍ（上級者向け）、７０ｋｍ（中級車向け） 
獲得標高１,６４０Ｍとこれぞ伊豆といったアップダウンやコーナーが 
多い難易度の高い中上級者向けのコース 
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パ
ー
ソ
ナ
ル
ロ
ー
ン 

  173千件    18千件 

住
宅
ロ
ー
ン 

 3,634億円   201億円 

累 計 2016年度上期実績 

 155千件 

  3,433億円 

2016年3月末 
までの実績 

※実績は「契約」ベース 

提携開始から現在までの実績 日本全国に広がるゆうちょネットワークを活用したビジネス展開 

※実績は「実行額」ベース 

■ ゆうちょ銀行との業務提携 

ゆうちょ銀行全２３３店舗で 

目的別ローンおよびカードローンのお申込みが可能に 

全国に広がる 

ゆうちょ銀行の店舗ネットワーク 
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0.10% 

3.16% 

貸出金利回りと貸出金平残 

総資金利ざや 

（億円） 
（億円） 

1.86% 

0.51% 

（16/3） 
（16/3） 

当社貸出金平残 

当社貸出金利回り 

0.44% 

2.04% 

当社預金平残 

当社預金等利回り 

■ 利ざや等の状況(全体)     

0.38% 

2.11% 

当社 

地銀平均 

2.25% 

0.35% 

（16/3） 

預貸金粗利ざや 

預金等利回りと預金平残 

預貸金利ざや 1.51% 

0.24% 

当社 

地銀平均 

当社 

地銀平均 

3.24% 3.34% 3.42% 

1.55% 
1.44% 1.35% 1.26% 

【地銀平均】貸出金利回り 【地銀平均】預金等利回り 

1.19% 

0.27% 0.27% 

1.26% 

（16/3） （16/3） 

25,868 
27,191 

28,462 
29,647 

31,051 

32,528 
35,183 

37,893 
39,678 

40,363 

1.30% 

0.09% 0.09% 0.10% 0.10% 

0.07% 0.06% 0.05% 0.05% 0.05% 

12/9 

1.62% 1.50% 1.40% 1.31% 

3.25% 3.33% 3.44% 3.52% 3.59% 

13/9 14/9 15/9 

12/9 13/9 14/9 15/9 

12/9 13/9 14/9 15/9 

12/9 13/9 14/9 15/9 

12/9 13/9 14/9 15/9 

16/9 

16/9 

16/9 

16/9 

16/9 

1.44% 

0.27% 

2.29% 

0.34% 

1.42% 

0.25% 

3.49% 

1.25% 
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（16/3） 0.52% 0.46% 0.41％ 0.38% 

預貸金利ざや 

利回り・経費率の状況 預貸金粗利ざや 

■ 利ざや等の状況（国内）     

1.30％ 
1.20% 

  預金等利回り   貸出金利回り  経費率 

1.23% 

3.31% 
3.35% 

3.46% 
3.54% 

1.17% 

0.08% 0.09% 0.09% 0.10% 

1.91% 
2.06% 

2.13% 
2.25% 

3.23% 3.26% 
3.37% 

3.44% 

1.36% 
1.55% 1.44% 

1.27% 

12/9 13/9 14/9 15/9 

12/9 13/9 14/9 15/9 

12/9 13/9 14/9 15/9 16/9 

（16/3） 

16/9 

16/9 

当社 

地銀平均 

当社 

地銀平均 

3.59% 

1.18% 

0.10% 

1.26% 

3.49% 

0.36% 

2.31% 
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円貨預貸金利益と業務粗利益 

（億円） （億円） コア業務純益 

中間純利益 業務粗利益 

円貨預貸金利益 最高益 

410 

446 

479 
503 

404 

438 

472 

530 

197 

239 
245 

290 

99 

138 
149 

185 

12/9 13/9 14/9 15/9 12/9 13/9 14/9 15/9 16/9 

最高益 

191 

16/9 

■ 利益の推移 

コア業務純益と中間純利益 

298 537 540 
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■ ダイレクトバンキングの状況 

ダイレクトバンキング顧客数構成 

2016年9月末 

2,112,605人 

ダイレクトバンキング計 32.8％ 

預    

金 

貸
出
金 

（億円） 

ネット支店 預貸金残高 

12/9 13/9 14/9 15/9 16/9 

4,711 

3,688 

5,043 5,207 
5,703 

500 475 

996 
1,060 

1,222 

ネット支店 利ざやの状況 

5.06 
4.97 

5.22 5.20 

14/9 15/3 15/9 16/3 16/9 

5.22 

0.10 0.10 0.08 0.08 0.07 

4.87 
4.96 

5.14 5.15 5.12 
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 下期実行額 

個人ローン実行額 個人ローン残高・ 個人ローン比率 

（億円） （億円） 

22,419 

23,988 

 パーソナルローン残高 

 住宅ローン残高 

 個人ローン比率（％） 

■ 個人ローンの状況 ①  

25,497 

 年間住宅着工件数（千件） 

26,725 

 上期実行額 

84.0% 
85.4% 

86.3% 87.4% 

3,555 

4,568 

5,845 

7,214 

18,864 
19,420 

19,511 19,652 

1,763 

1,555 

3,322 

1,767 

13/9 14/9 15/9 12/9 13/9 14/9 15/9 16/9 16/9 

851 
949 929 910 

3,557 

1,794 

1,993 

12/9 

28,357 

8,222 

20,134 

89.0% 

3,932 

1,939 

2,097 

948 

4,655 

2,558 

2,312 
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（注）（      ）内は平均レート 

無担保カードローン 

無担保証書貸付 

有担保パーソナルローン 住宅ローン 
20,134億円 
（3.4%） 

パーソナルローン 

■ 個人ローンの状況 ②  

２０１６年９月末 

8,223億円 
(5.9%) 

個人ローン 28,357 億円 (4.1%) 

5,836億円 
（4.2%） 

1,738億円(11.1%) 

649億円（7.5%) 

パーソナルローン残高内訳・平均レート 個人ローン残高内訳・平均レート 

無担保証書貸付残高 

無担保カードローン残高 

有担保パーソナルローン残高 

94 

985 

3,489 

291 

4,318 

4,568 

5,845 

（億円） 

404 

1,520 

5,290 

13/9 14/9 15/9 16/9 

1.3% 
固定金利 

《住宅ローン残高の金利タイプ》 

5,836 

1,738 

649 7,214 

98.7％変動金利 

1,236 

8,223 
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住宅ローン地域別残高比率 住宅ローン実行レート分布（累計） 

 首都圏  神奈川 静岡  広域 

■ 住宅ローンの状況   

 住宅ローン実行平均レート（％） 

22.5% 22.1% 21.9% 

0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 

42.6% 42.8% 42.8% 

34.5% 34.7% 34.9% 

3.99% 4.00% 4.04% 

53.5% 54.5% 55.8% 

15.2% 14.7% 14.1% 

15.0% 14.2% 13.4% 

16.3% 16.6% 16.7% 

16/3 15/9 15/3 14/9 16/9 16/3 15/9 15/3 14/9 16/9 

 ３％未満  ３％台 ４％台  ５％以上 

3.39% 3.42% 3.43% 

 住宅ローン末残平均レート（％） 

35.0% 35.1% 

42.9% 42.9% 

21.7% 21.6% 

3.99% 3.93% 

3.45% 3.46% 

57.6% 58.0% 

13.2% 13.3% 

12.2% 11.2% 

17.0% 17.5% 

15 
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パーソナルローン 住宅ローン 

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高   ※毀損率＝デフォルト率×（１－回収率） 

   毀損率    利回り    延滞率    毀損率    利回り    延滞率 

■ 個人ローンの延滞率・毀損率の推移 

15/3 15/9 16/3 14/9 15/3 15/9 16/3 14/9 16/9 16/9 
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   投資性商品比率 

投信・保険手数料収入 投資性商品残高内訳（個人） 

（百万円） （億円） 

■ 投資性商品〈残高・手数料〉推移（個人） 

646 

738 
780 

826 

340 

13 

27 

266 

21 

391 

27 

299 

21 

385 

36 

338 286 

417 

105 

18 

288 

96 

358 

8 

750 

2,841 
2,771 2,561 

2,237 
1,948 

1,021 

1,324 

496 440 

1,143 

1,188 
1,255 

949 

357 

1,220 

781 

236 181 

660 

1,107 

15/9 14/9 13/9 12/9 16/9 15/9 14/9 13/9 12/9 16/9 
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（億円） 

 業務粗利益 

 人件費 

物件費 

 ＯＨＲ 

 税  金 

■ 経費・ＯＨＲの推移 

12/9 13/9 14/9 15/9 16/9 

231 241 232 
210 211 
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          83.37% 

100% 3,479 法人 

100% 28,568 個人 
100% 32,047 総与信合計 

94.57% 3,290 法人 
  

99.48% 28,418 個人 
98.95% 31,708 正常債権 

86.16% 49.98% 26 72.33% 65 71 136 5.43% 189 法人 

79.85% 47.87% 27 61.35% 15 77 92 0.52% 150 個人 
1.05% 339 合  計 

75.17% 54.24% 21 45.73% 0 32 32 2.00% 70 法人 

64.79% 11.48% 2 60.22% 1 36 37 0.21% 61 個人 
0.41% 131 要管理債権 

92.09% 31.49% 4 88.46% 61 37 98 3.21% 112 法人 

68.78% 31.49% 4 54.43% 3 12 15 0.10% 28 個人 
0.43% 140 危険債権 

100% 100% 1 79.38% 4 2 6 0.22% 7 法人 

100% 100% 21 65.65% 11 29 40 0.21% 61 個人 
0.21% 68 

破産更生債権 
及びこれらに 
準ずる債権 

ｶﾊﾞｰ率 引当率 引当 保全率 保証 担保 
担保・ 

保証合計 
構成比 

法人・個人別 
与信残高 

構成比 
16年9月期 
与信残高 開示区分 

（億円） 

： 担保・保証による保全率 

： 無担保部分への引当率 

： 担保・保証・引当を考慮したカバー率 

保全率 

引当率      

カバー率 

カバー率合計 

■ 金融再生法開示債権詳細 

19 
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実質与信費用 開示債権比率 

（億円）    開示債権比率（担保・保証・引当金控除後） 

   開示債権比率（引当金控除後） 

   開示債権比率 コア業務純益 

実質与信費用（与信費用－償却債権取立益） 

実質与信費用比率（実質与信費用／貸出金平残） 

■ 開示債権比率と実質与信費用の推移 

14/9 12/9 16/9 13/9 15/9 14/9 12/9 16/9 13/9 15/9 
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（億円） 

平均残存期間（年） 

■ 債券ポートフォリオの推移 

14/9 13/9 12/9 16/9 

1,565 
1,717 

0.46 0.38 

0.32 

2,307 1,453 1,451 

82 85 

48 

65 
117 3 

預証率   ５．６％ 

8 
2,471 

16 

15/9 

1,589 

1,451 

23 
112 

13 

0.32 

108 

1,551 

1,250 

49 20 

232 

1.56 
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■ リスク量の状況 

アウトライヤー比率 統合リスク管理 

２０１６年上期 

配賦原資 

（億円） 

２０１６年９月末  

リスク量 

バッファー 

１，７１０ 

２０１６年上期 

配賦資本 

 
５８７ 

８３２ 

２，５４２ 

２１５ 

４４８ 

１６９ 

１４６ 

２８０ 

１６１ 

信用リスク 

市場リスク 

オペレーショナル 

リスク 

１．配賦原資＝コア資本－控除項目 
  （控除項目：一般貸倒引当金算入額、経過措置適用額） 

 
２．信頼水準  ９９％（共通） 

３．保有期間 （営業日） 

 ・信用リスク      ２４０日 
 ・預貸金、債券等 
     金利・価格変動リスク  ６０日 
   （トレーディング勘定は   １０日）   

 ・株式 価格変動リスク    １２０日 

４．オペレーショナルリスク 
  基礎的手法 

２０１６年９月末 

金利ショック 
方式 

±２００ｂｐ 

金利リスク量 ６億円 

アウトライヤー 
比率 

０．２％ 
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■ 自己資本の推移 

自己資本・繰延税金資産  自己資本比率 

繰延税金資産 

繰延税金資産/自己資本 

（億円） 

（旧基準） 

自己資本 

15/9 14/9 13/9 12/9 16/9 

2,096 

2,331 

2,576 

2,831 

6.2% 

2.1% 
1.2% 

0.6% 
130 

50 31 17 

自己資本比率 

10.72% 

11.17% 

11.53% 

12.15% 

（旧基準） 

15/9 14/9 13/9 12/9 16/9 
※新基準：バーゼルⅢを踏まえた国内基準にて算出 

一株当たり年間配当金 

20.0 20.0 

17.0 
15.0 

（円） 

16/3 15/3 17/3 14/3 13/3 

 中間配当金 

 期末記念配当金 

 期末普通配当金 

1.0 

（予定） 

（予定） 

32 

（旧基準） 

2,959 

1.0% 

（旧基準） 

12.22% 

20.0 
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（億円） 

■ ２０１６年度中間期実績及び通期見通し 

２０１５年度 
中間期実績 

（Ａ） 

２０１６年度 

見通し 

実績比 

（Ｂ－Ａ） 

２０１６年度 
中間期実績 

（Ｂ） 

業務粗利益  

 

業務純益 

 

経費等 

コア業務純益 

経常利益 

当期純利益 

実質与信費用 

ＥＰＳ（円） 

ＲＯＥ（％）（当期純利益ベース） 

７８．１７ 

１４．２３ 

５３０ 

２３１ 

２９０ 

２７８ 

１８５ 

１７ 

２９８ 

８２．５５ 

１３．７８ 

５４０ 

２４１ 

２９８ 

２７４ 

１９１ 

２３ 

３００ 

＋４．３８ 

▲０．４５ 

＋１０ 

＋１０ 

＋８ 

▲４ 

＋６ 

＋６ 

＋２ 

１５９．８０ 

１３．４４ 

１，０８５ 

４８０ 

６０５ 

５５０ 

３７０ 

４５ 

６０５ 

一株当たり配当金（円） ９．５ １０．０ ＋０．５ ２０．０ 
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本業としての 

戦略的価値 

未来の子供たちのために 

Value for the Future 

持続可能性のための 

基本的CSR 

遵法を超える正しさに 

沿う経営 

機会 

責任 

Value for the Future 

未来の子供たちのために私たちができること 

スルガのＣＳＲのフレームイメージ 

■ スルガの考える未来創造型ＣＳＲ 

未来創造サポート・プログラム 

自助自立社会の実現をめざして 

次世代育成サポート・プログラム 

未来を担う子供たちのために 

スルガのＣＳＲ活動 “未来の苗木プロジェクト” 

未来を担う子供たちの 

健やかな成長を応援する取組み 

スルガＣＵＰ 静岡県チャイルドサッカー 
東部大会特別協賛 

サッカー教室 

「子供の茶会～菊の茶会」 

青島広志氏による 
「未来の苗木コンサート“シンデレラ”」 

25 
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■ 経営理念における成長のあり方 

経営 

「立地する国、地域の文化に立脚する」 

「人に基軸を置く」 

Culture-oriented 

People-based 

Social-perspective 
「社会的な見地を大切にした経営を行う」 

“Ｃ・Ｐ・Ｓ”を原点とした成長 

 
 

“価値交換システム”としての成長 

各ステークホルダーとの価値交換性の向上を 
成長と定義する 

C 

P 

S 

文化を尊重し、その文化を強みとして                            

活かしていくことにスルガの成長がある 

企業の理論ではなく、人の論理を中心に                                    

据えた経営によって成長を実現する 

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、                             

社会規範の上をいく状態を実現する 

 
 

 
 

 
 

（グループ） 

成 長 

“使命型企業”としての成長 

「ライフ アンド ビジネス ナビゲーターとして     
〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれるお手伝い」をするという 

ミッションの実現性の向上を成長と定義する 

顧 客 

社 員 株 主 

取引先 
地域社会 
社会 
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本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、 
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性が 
あることにご留意ください。 

〈 本件に関する照会先 〉 

経営管理部 ＩＲ 

［TEL］ 03-3279-5536 

［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］  ir.koho@surugabank.co.jp 

Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ． 


